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問　
市
道
３
０
０
１
号

線
と
同
２
３
８
９
号

線
交
差
点
は
、
今
後
幹
線

道
路
と
な
る
こ
と
を
見
据

え
都
市
計
画
道
路
の
12
㍍

の
幅
員
基
準
に
沿
っ
た
改

良
が
必
要
だ
が
進
捗
状
況

は
。
よ
り
よ
い
道
路
改
良

を
す
る
た
め
北
側
農
地
を

買
収
し
、
直
角
交
差
点
の

形
状
に
す
る
考
え
は
。

答　
現
在
、
現
場
に
入

り
測
量
作
業
を
実
施

し
て
お
り
、
今
後
測
量
成

果
を
も
と
に
設
計
を
行
い
、

新
名
神
開
通
に
併
せ
計
画

的
に
業
務
を
進
め
て
い
く

予
定
。
２
３
８
９
号
線
に

は
道
路
構
造
令
に
準
拠
し

て
右
折
レ
ー
ン
を
設
置
し
、

大
型
車
の
軌
跡
も
考
慮
に

入
れ
た
設
計
を
行
う
が
、

問　
新
型
コ
ロ
ナ
に
係

る
国
の
特
別
定
額
給

付
金
は
、
令
和
２
年
４
月

28
日
以
降
の
出
生
児
は
対

象
外
と
な
っ
た
。
市
で
は

独
自
に
じ
ょ
う
よ
う
あ
か

ち
ゃ
ん
応
援
臨
時
給
付
金

制
度
を
設
け
、
同
年
10
月

31
日
生
ま
れ
ま
で
の
新
生

児
へ
10
万
円
を
給
付
す
る

こ
と
は
大
変
評
価
す
る
が
、

今
後
、
３
年
４
月
１
日
生

ま
れ
ま
で
給
付
を
実
施
す

る
考
え
は
。

答　
市
が
独
自
に
実
施

す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
子
育
て
世
帯
支
援
策

は
、
他
市
町
村
と
比
べ
手

厚
い
内
容
の
も
の
も
あ
り
、

全
体
と
し
て
捉
え
て
も
高

い
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

問　
市
の
財
政
基
盤
強

化
を
目
的
に
進
め
た

新
市
街
地
事
業
計
画
が
完

成
し
、
税
収
増
加
も
図
ら

れ
て
き
て
い
る
。
完
了
す

れ
ば
一
般
会
計
収
支
は
歳

入
が
歳
出
を
上
回
る
と
の

説
明
だ
っ
た
が
、
い
つ
に

な
っ
た
ら
収
支
が
均
衡
に

な
る
の
か
。
財
政
硬
直
化

か
ら
の
脱
却
に
向
け
、
明

確
な
数
値
目
標
を
設
定
し

努
力
す
べ
き
。

答　
持
続
可
能
な
財
政

基
盤
確
立
に
は
東
部

丘
陵
地
整
備
が
必
要
で
、

完
了
に
よ
り
達
成
す
る
も

の
と
考
え
る
。
今
は
ま
ち

づ
く
り
に
投
資
す
る
時
期

で
あ
り
、
数
値
あ
り
き
の

目
標
は
難
し
い
面
も
あ
る
。

効
率
的
な
事
務
執
行
に
努

都
市
計
画
道
路
以
上
の
幅

を
持
た
せ
た
計
画
を
考
え

て
い
る
。
交
差
点
形
状
に

つ
い
て
は
設
計
の
中
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　
近
年
異
常
気
象
が

続
く
中
で
、
農
業
従

事
者
は
気
候
に
左
右
さ
れ

る
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ

て
い
る
。
市
の
対
策
お
よ

び
災
害
被
害
へ
の
支
援
は
。

答　
個
別
に
農
業
者
の

声
や
ニ
ー
ズ
を
聞
い

て
い
く
の
と
並
行
し
、
異

常
気
象
へ
の
対
応
と
し
て

農
作
物
の
栽
培
管
理
技
術

や
品
種
改
良
等
の
研
究
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
府
や
Ｊ
Ａ

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
・

協
力
し
つ
つ
必
要
に
応
じ

た
対
策
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
平
成
30
年
の
台

風
被
害
の
際
に
も
国
・
府

と
連
携
し
、
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
や
茶
の
被
覆
棚
等
の
復

旧
支
援
を
実
施
し
た
。

問　
認
知
症
高
齢
者
が

徘
徊
中
に
意
図
せ
ず

事
故
・
事
件
を
起
こ
し
、

賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
ケ

ー
ス
が
出
て
き
て
い
る
。

認
知
症
高
齢
者
と
家
族
へ

の
支
援
拡
充
策
と
し
て
、

市
の
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ

Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登

録
し
か
つ
加
入
を
希
望
す

る
人
を
被
保
険
者
と
し
、

市
が
契
約
者
と
な
っ
て
保

険
料
を
負
担
す
る
個
人
賠

償
責
任
保
険
加
入
制
度
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答　
今
後
、
認
知
症
高

齢
者
の
増
加
が
確
実

に
見
込
ま
れ
る
た
め
、
本

人
支
援
と
家
族
支
援
の
両

面
か
ら
非
常
に
重
要
な
制

度
と
考
え
る
。
認
知
症
施

策
充
実
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
第
８
期
市
介
護
保

険
事
業
計
画
策
定
を
進
め

て
い
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
実
施
に
向
け
検
討
し
て

い
く
。

め
新
た
な
財
源
確
保
を
目

指
し
職
務
に
臨
ん
で
い
る
。

問　
下
水
道
使
用
料
の

14
・
５
％
引
き
上
げ

が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
し
て
、

一
般
会
計
か
ら
毎
年
５
千

万
円
、
総
額
４
億
５
千
万

円
を
貸
し
出
し
て
引
き
上

げ
幅
を
10
％
程
度
に
縮
小

し
て
は
ど
う
か
。

答　
経
営
審
議
会
に
提

示
し
て
い
る
計
画
案

は
、
資
金
不
足
を
使
用
料

に
転
嫁
す
る
と
市
民
生
活

へ
の
影
響
が
非
常
に
大
き

い
と
判
断
し
、
一
般
財
源

か
ら
の
繰
入
金
を
計
画
期

間
中
３
・
８
億
円
積
み
増

す
形
と
し
た
も
の
。
一
般

会
計
か
ら
の
貸
付
け
は
独

立
採
算
の
基
本
か
ら
外
れ

る
上
、
資
金
借
り
入
れ
に

よ
る
料
率
抑
制
は
将
来
へ

の
負
担
の
先
送
り
と
な
る

こ
と
か
ら
、
な
じ
ま
な
い

も
の
と
考
え
る
。

市
道
交
差
点
改
良
計
画
の
進
捗
は

認
知
症
者
の
賠
償
保
険
加
入
支
援
を

下
水
道
料
金
改
定
幅
は
縮
小
検
討
を

城陽絆の会　

大西　吉文

公明党議員団　

乾　　秀子

城陽絆の会　

土居　一豊


